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令和4年6月29日

ー保護活動20年の展開ー

やりたなごの会 掛川優子

環境水路に
戻り始めた生物たち

第5回ヤリタナゴ懇談会

・ヤリタナゴの生態

・保護活動の展開

・環境水路に戻ってきた生物たち

発 表 内 容

2019.10.18
藤岡北高等学校開校記念式典
「環境水路に戻り始めた生物たち」

2021.6.12 放送大学環境webゼミ研究会
「ヤリタナゴの生態と保護活動20年の展開]

• ヤリタナゴ再発見（1998年）

• 保護活動開始、ヤリタナゴ観察会開始（1尾）

• 個体数増加（2006年に調査で2000尾超える）

• 2007年から生息域下流に三面コンクリート、上流に架橋工事

• 生息域に次々と圃場整備工事（環境保全型水路設置）

• 個体数減少（2010年から）

• ヤリタナゴ観察会16回（2015年）で終了（圃場整備で場所もな
い）忘れられていくヤリタナゴ！

• 環境保全型水路の草刈りが一仕事に

• 草刈りボランテイアがやってきた（2016）！

• 人工の環境保全型水路に生物が戻ってきた

ヤリタナゴ保護の経緯

（一部を群馬県水産試験場（ヤリタナゴ担当）鈴木紘子さん提供）

１．ヤリタナゴなどの

生態について

群馬県に生息する
唯一のタナゴ

• タナゴの仲間は群馬県には

５種生息したが４種はすでに絶滅

• ヤリタナゴ１種が
生き残る

ヤリタナゴ、タナゴ、アカヒレタビラ、

ミヤコタナゴ、ゼニタナゴ

タナゴ1968年 アカヒレタビラ1980年

ミヤコタナゴ1945年
ゼニタナゴ1954年

（順不同）

ヤリタナゴ
•全長

８～１２ｃｍ

•寿命
２～３年

•成熟
１年

メス

オス群馬県水産試験場（ヤリタナゴ担当）鈴木紘子さん提供
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ヤリタナゴ

• 生活
• 食性
雑食（水生小動物や付着藻類）

• 生息域
• 本州、四国、九州北部に生息し、
群馬県に生息する唯一のタナゴ

• 川の中下流の流れのあるところや
水路や池等

（２）特異的な繁殖サイクル（ヤリタナゴ）

ヤリタナゴ

マツカサガイ

稚魚
産卵

成長

入水官と
出水管

マツカサガ
イの
つもり

入水管に
卵を産む

※「日本の稀少淡水魚の現状と系
統保存」（緑書房）より抜粋

（２）特異的な繁殖サイクル（マツカサガイ）

ホトケドジョウ等

マツカサガイ

大きさ：３～９ｍｍ

稚貝5月1日　平均殻長5.18±1.47mm
Ｎ＝40　　最大8.81mm　最小3.38mm

稚貝

寄生

放出

脱落

成長

マツカサガイに適した環境
（砂利）

大きさ：約０．３ｍｍ

グロキディウム幼生※

   表　マツカサ貝幼生付着状況調査（魚10尾あたりの付着魚尾数､H12）
　
        　5.30 6.14 6.30 7.14  8.1 8.15 8.31 9.14 9.29 10.17 11.15

メダカ      5   10    9    7    6   10    6    8    8    0     0
ﾎﾄｹﾄﾞｼﾞｮｳ   7    9    7    3    -    -    -    -    -    -     -
                                                                   

写真　日本の稀少淡水魚の現状と系統保存（緑書房）

シマドジョウとドブガイ幼生
（マツカサガイもほぼ同じ）

川の中では
こんなにた
くさんは付
かない

我が家の水槽で2002年1月23日撮影

マツカサガイの
寄生相手

あまり
つかない

カワムツオイカワ コイ（関東）ドジョウ ヨシノボリ類

あまり
つかない

伊藤寿茂さん（新江ノ島水族館）調査

個体数が多い
ので、

貢献度が高い
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•ヤリタナゴ

•増殖方法（ヤリタナゴ）

•保護活動

群馬県水産試験場（ヤリタナゴ担当）鈴木紘子さん提供

供試魚

メス

産卵管が

十分に伸びている

オス

婚姻色が明確になり、

なわばり行動が

観察される

産卵管

採卵・採精と授精

• シャーレに少量水を入れ、メスから卵をとる

• オスの精子を直接卵の入った水にかける

大きさ：約３ｍｍ

卵収容

•水温22℃に設定した
ウォーターバス内に
収容する

•暗所にて３日程度
管理する

ふ化

ふ化後７日 ふ化後２０日
（約５ｍｍ） （約８ｍｍ）

なぜタナゴの生息数が減少したのか

（１）生息環境の変化

•外来魚の移入
• オオクチバス等
• タイリクバラタナゴ

•河川改修やほ場整備工事

（２）特異的な繁殖サイクル

タイリクバラタナゴ

ほ場整備事業で
土水路が三面コ
ンクリート化さ

れた

オオクチバス
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ヤリタナゴと違い
マツカサガイは人工増殖できてい

ない

適した自然環境下でしか生息できない

２．保護活動の展開

上毛新聞概要

群馬県の県域地方新聞で、発行部数は約29万部。
県内の世帯普及率は35％で、関東地方の地方紙では
栃木県の下野新聞とともに、全国紙を上回るシェアが
ある（『ウィキペディア（Wikipedia）』。

ー上毛新聞紙報道に基づく年表からー

群馬県藤岡市における

ヤリタナゴ等保護

略年表

－主に上毛新聞報道から－

作成 | やりたなごの会 掛川優子

２011・06･01

上毛新聞記事は、県立図書館新聞データベースより「ヤリタナゴ」をキーワ

ードにして抽出したデータを新井健司さん（県立藤岡北高等学校）より提供

いただいたものです

放送大学ケシャブ
先生と河合先生の
研究「地球温暖化
に対応する農法」

に参加して

年 月 保護活動概要と掲載記事の見出し（「 」内）
新聞掲載日

(主に群馬新聞）

1977
全国で圃場整備事業が開始

(昭和52年）
群馬県第2回自然環境保全基礎調査/タナゴ類ほぼ全滅確認(藤岡市史自然編1989）

1984
（昭和59年）

6月
ヤリタナゴ2尾発見、マツカサガイも3カ所で発見/藤岡市史自然編淡水調査(藤岡市史自然編1989）
この後14年間記録がなく、絶滅したと思われた。

1984/8/4

1998
11月 ヤリタナゴ再発見（釣り人:斉藤裕也さん、福田睦夫さん）・1998/11/23

(平成10年）
12月 地元住民による「ヤリタナゴを守る会」発足(市文化財課後援）・1998/12

1999
3月 【読売新聞】「ヤリタナゴの生息確認・藤岡で生物愛好者・県内では84年8月以来」 1999/3/2

(平成11年）
藤岡市・第1次藤岡市環境基本計画策定。ヤリタナゴ、マツカサガイなどの保護が盛り込まれた

4月 「藤岡市が環境基本計画策定」 1999/4/6

5月 「ヤリタナゴ生息調査 藤岡市 鮎川では水質も」 1999/5/4

6月 「希少種 ヤリタナゴ ３カ所で生息/藤岡市が調査」 1999/6/23

「守れヤリタナゴ 藤岡で環境問題講演会」(予告） 1999/11/6

「ヤリタナゴ守れ きょう藤岡で環境問題講演会」 1999/11/7

1998年

1999年
6件掲載

再発見！

下戸塚
地区

【読売新聞】「やりたなごの生息確認・藤岡で生物愛好者・県内では84年8月以来」 1999/3/2

2000

(平成12年）

1月 「ヤリタナゴ調査会」発足(2000/1）

「《時の話題》 市民課ロビーにヤリタナゴ展示 藤岡市」 2000/1/19

2月 「ヤリタナゴやはり絶滅の危機 藤岡市が調査報告書 速やかな保護訴える」 2000/2/6

3月 「シマヨシノボリがいた ８１河川と８ダム調査・ヤリタナゴ生息調査」 2000/3/3

4月 「ヤリタナゴ保護を答申 藤岡市環境審議会」 2000/4/14

美九里東小学校自然環境クラブ発足、ゆとりの時間の中で、テーマ「やりたなごを取り巻く環境を
調べよう」で活動開始

「《三山春秋》 魚の保護」 2000/4/29

5月 「ヤリタナゴ勉強会 参加者募集 21日に藤岡」 2000/5/15

第1回ヤリタナゴ観察会開催ヤリタナゴ確認1匹 参加者72名（5/21）

「ヤリタナゴの保護を/勉強会に92人参加/河川で生息を確認/藤岡・神流地区」 2000/5/25

7月 「藤岡市、ヤリタナゴ、マツカサガイ、ホトケドジョウの３種を市天然記念物に同時に指定」 2000/7/1

「市天然記念物にヤリタナゴ、マツカサガイ、ホトケドジョウ」/藤岡市市教委が指定/市環境審子
供に飼育呼びかけ」

2000/7/4

「ヤリタナゴの環境は？ 藤岡・美九里東小自然環境クラブ 護岸工事の河川見学」 2000/7/5

8月 「ふれあい体験昆虫採集や工作 あす藤岡・中央公園・市民ホール」 2000/8/5

「夏休みの思い出できた 藤岡・ふれあい体験ランド 昆虫採集、工作楽しむ」 2000/8/7

「ヤリタナゴ 県水産試験場 絶滅の危機免れそう 増殖技術にめど」 2000/8/21

9月 「来月から職員の出前講座開始 藤岡市」やりたなご関係講座も 2000/9/4

「ヤリタナゴが大量死 生息知らずに水田土用干し 藤岡市の天然記念物」 2000/9/15

12月
「水槽で飼育 身近に観察 神流小と美九里東小 ヤリタナゴが入学 市教育委配布 水槽で飼育、
観察へ 自然の大切さ学ぼう」

2000/12/6

「藤岡の神流小、美九里東小 ヤリタナゴが入学 市教委配布 水槽で飼育、観察へ 自然の大切
さ学ぼう」」

2000/12/13

2000年
18件掲載

https://ja.wikipedia.org/wiki/%E9%96%A2%E6%9D%B1%E5%9C%B0%E6%96%B9
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E6%A0%83%E6%9C%A8%E7%9C%8C
https://ja.wikipedia.org/wiki/%E4%B8%8B%E9%87%8E%E6%96%B0%E8%81%9E
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第1回
ヤリタナゴ
観察会

第1回観察会では、ヤリタナ
ゴは1匹しか見つかりません
でした。
それも尻尾をちぎられた個
体でした。

第16回まで続きました。

第1回ヤリタナゴ観察会開催ヤリタナゴ確認1匹 参加者72名（5/21）

毎年5
月に開
催

ヤリタナゴ
観察会

2011年第１２回観察会

ヤリタナゴ観察会
で採卵の実演

第16回ヤリタナゴ観察会
14匹 2016/5/24
(圃場整備工事開始で

以後中止）

後ろからも見え
るように台に上
がりました

平成12（2000）年7月1日

市天然記念物に指定

平成12年7月4日 上毛新聞

「市天然記念物にヤリタナゴ、マツカサガイ、ホトケドジョウ」/藤岡市市教委が指定/ 2000/7/4
こんな
ことも
ありま
した

毎年やって
る農業作業

だ

ここにいる
なんて、聞
いてなかっ
たんだ

農業用水が切れて、ヤリタナゴが大量に死亡

ものすごく
怒っていました
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市民団体も保護活動開始

• ヤリタナゴを守る会(1998）地元住民が市文化財課の委託を受け結成

• ヤリタナゴ調査会（２０００～）再発見した市民が結成

• 旧笹川を守る会(本郷）地元住民がメダカ保護のため結成・マツカサガイを発見！

• やりたなごの会(2002.3)矢場環境水路の維持管理のため結成

• 美九里東小学校自然環境クラブ（2002.4）ゆとりの時間に活動

• 県立藤岡北高等学校（２００３．５）矢場環境水路希少植物保護

黒い貝なら
いるよ

近年の藤岡市の圃場整備

1

2

3

矢 場

本 郷

下戸塚

市内3か所の
生息地と保護団体

下戸塚ーヤリタナゴ・マツカサガイ・
ホトケドジョウ

矢場ーマツカサガイ・ホトケドジョウ

本郷

下戸塚

本 郷

矢 場

ヤリタナゴを守る会

旧笹川を守る会

やりたなごの会

生息調査:ヤリタナゴ調査会

黒い貝なら
いるよ

北高

ーマツカサガイ

2001

(平成13
年）

1月 土地改良法（2001年）が改正され、「環境に配慮」が実施原則となった。

「《時の話題》2001年みらい藤岡こども議会 環境問題」 2001/1/21

「神流小学校と美九里東小学校に市教育委員会がヤリタナゴを配布」【藤岡市広報】 2001/1/1

2月
「ヤリタナゴのすめるきれいな自然を守っていきます/市天然記念物「ヤリタナゴ」神流
小・美九里東小で飼育・観察」【群馬県広報】

2001/2/1

「ヤリタナゴ 群馬県動物レッドリスト絶滅危惧Ⅰ類に指定」 2001/2/15

「県が動物版レッドリスト ヤリタナゴやメダカ…５２６種 水辺の環境悪化」 2001/2/16

「天然記念物ヤリタナゴ 「じっくり観察を」 藤岡市 ８小中学校に配布」 2001/2/21

4月 「地域で守り育てようやりたなご」【群馬県広報】（ぐんま広報2001.2№141） 2001/4/1

「マツカサガイの人工繁殖 国内で初めて成功 県水産試験場 ヤリタナゴ保護に朗報」 2001/4/29

5月
「ヤリタナゴに快適住環境を/県川底に石組"21基”設置/今秋めどにデータ収集」【読売新
聞】

2001/5/21

6月 「《環境対策学校ぐるみで》 学校周辺を親子で清掃藤岡東中」 2001/6/5

「体験を大切に 身近な川調査 ぼくらが環境活動の主役 藤岡・美九里東小のこど
もエコクラブ ヤリタナゴの里を守る」

2001/6/20

7月 「水や森林の大切さＰＲ あすまで県庁で展示会」 2001/7/10

「第2回ヤリタナゴ観察会」（「群馬県環境アドバイザー多野藤岡ブロック） 33匹 2001/7/20

2001年
13件掲載

ほ場整備事業

土地改良法（2001年）が改正され、

「環境に配慮」が実施原則となった。

これまではほ場
整備に環境に
配慮する概念
はなかった 水田や畑を，生産性が高く、農業機械が容易に導入でき、

労働が容易に行えるいよりよい農地に整備すること。

工事は、区域一帯を平たん化するため、生物は一掃された。

生物の住場所
奪ってきた

藤岡南部地区 湧水の流れる素掘り
の土水路 (2002.12.19)

整備後の農地

ほ場整備以前

ホトケド
ジョウ

環境保全型水路整備

https://kotobank.jp/word/%E6%B0%B4%E7%94%B0-83091
https://kotobank.jp/word/%E7%94%9F%E7%94%A3%E6%80%A7-85806
https://kotobank.jp/word/%E5%8A%B4%E5%83%8D-161820
https://kotobank.jp/word/%E8%BE%B2%E5%9C%B0-596384
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素掘りの土水路の泥上げ作業 （2002-03-10）

水路で魚取りをして遊んでいた子供たち
（2002-3-9）

圃場整備以前下戸塚地区

下戸塚地区の完成した
環境保全型水路（2017.8.30）

圃場後

市内小中学校に
ヤリタナゴ配布
(市文化財保護課）

広報ふじおか（１３．１．１）

「」

みんなで大切
に育て、ヤリ
タナゴの住め
る自然をま
もっていきま

す

学校ヤリタナゴ

レッドリスト（群馬県指定2012年版）

絶滅

野生絶滅

絶滅危惧Ⅰ類（マツカサガイ）

絶滅危惧ⅠＡ類（ヤリタナゴ）

絶滅危惧ⅠＢ類

絶滅危惧Ⅱ類（ホトケドジョウ）

準絶滅危惧

絶滅に
瀕して
いる種

ごく近い
将来に絶
滅の危険

性

絶滅の危機にある野生生物をまとめたリスト

絶滅の危険
が増大して
いる種

野外絶滅に
なる可能性
が出てきた
20２２年版

やりたなご野生絶滅に

2002
(平成14年）

「ヤリタナゴ生息環境探る きょう藤岡・ヤリタナゴフォーラム開催予告」 2002/4/14

やりたなごフォーラムー小川の未来を考えるー(ヤリタナゴ調査会主催・共催：(財)日本自然
協会・藤岡市）4/14

「ヤリタナゴを考える 藤岡でフォーラム １３０人が意見交換」 2002/4/18

5月
「《みんなの宝物》 笹川 「守ろうヤリタナゴ」藤岡東中でヤリタナゴ飼育と笹川清掃活動
紹介 藤岡東中 藤岡市本郷 福島正昭校長、625人」

2002/5/21

第3回ヤリタナゴ観察会 「カワゲラの会主催」 5匹 5/25

「ヤリタナゴ見つけた 藤岡で小学生 足を泥だらけに観察会」 2002/5/26

6月 「ほたるの会」と掛川さんを表彰・環境省管理局水環境部長賞 2002/6/19

10 「県環境賞 ヤリタナゴ調査会受賞」 2002/10/30

県営藤岡南部地区農地整備事業(県営育成型）工事開始（2003年度）

2002年
7件掲載

やりたなご
フォーラム

市民団体ヤリタナゴ調査会主催

4月に土地改良法（2001年）が改正され、

「土地改良事業の環境配慮」が実施原

則となった直後だったので、

県農村整備部長からの発言が注目され、

工事などの関係者の出席が多かった。
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2003
(平成15年）

2月 「こどもエコクラブ活動紹介/ヤリタナゴを取り巻く環境/美九里東小学校自然環境クラブ」 2003/2/2

「《上毛新聞社来訪》（１３日）/ヤリタナゴ調査会事務局」 2003/2/14

3月 やりたなごの会発足・矢場環境水路完成後の維持管理が目的 3/3 2003/3/3

5月 「親子で校内外を清掃 藤岡美九里東小/農業用水清掃」 2003/5/19

「７００人が校内清掃奉仕 藤岡東中ＰＴＡ 生徒らも自主参加/笹川、道路、公園清掃」 2003/5/21

「藤岡南部に残る貴少な植物の観察会」及び「保護対策会議」（やりたなごの会）5/6

希少植物（絶滅危惧種・ハンゲショウ・ミゾコウジュ・カワヂシャ）の一時避難(やりたなごの会・藤
岡北高校）5/13

「貴重な植物お引越し/藤岡の農地整備で危機→事業終了まで一時保管/希少植物を採取する
藤岡北高生徒ら」【読売新聞】

2003/5/13

「絶滅危惧植物保護へ”緊急避難”・愛護団体と高校生が協力」 2003/5/13

「三山春秋/植物再生に向けた高校生たちの取り組みに期待したい」 2003/5/16

第4回ヤリタナゴ観察会 ｢やりたなごの会」 38匹 参加者63人 5/22

「《市町村議会》ヤリタナゴの保護検討課題」 2003/6/14

8月 「藤岡南部地区ー自然環境に配慮した工法検討幹事会」発足(西部農業総合事務所）

9月
「川を語る/農業用水にもっと関心を・やりたなごの会掛川優子さん/水辺で多彩な楽しみ」（ぐん
ま経済新聞）

2003/9/18

2003年
10件掲載

多野藤岡で絶滅となっていた植物3種

ハンゲショウ（ドクダ
ミ科）

県絶滅危惧Ⅰ類

カワジシャ（ゴマノハグサ科）
県絶危惧Ⅱ類

ミゾコウジュ（シソ科）
環境省準絶滅危惧

保護するなら早
く移植してくだ

さい。
圃場整備工事始
まるから！

水田雑草 (県・土地改良区）

上毛新聞2003年5月13日 読売新聞2003年5月13日

「希少植物を採取する藤岡北高の生徒ら」

上毛新聞2003年5月16日

「高校生たちの取り組みに期待したい」

平成15(2003)年

矢場地区ほ場整備事業開始

工法検討会議、
ギリギリ間に合って、環境水

路ができました

土地改良法（2001年）が改正され、

「環境に配慮」が実施原則となったので、

工法検討会議が開催された
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8月 「藤岡南部地区ー自然環境に配慮した工法検討幹事会」発足(西部農業総合事務所）

今なら「希少種が
生息しているので、
どのように保護す

るか」

2007

(平成19年）

5月 第8回ヤリタナゴ観察会 「ヤリタナゴを守る会主催」 161匹 5/18 2007/

ＮＨＫ、ヤリタナゴ観察会の様子を昼のニュースで全国放送 5/18

「「ヤリタナゴいたよ」 絶滅危惧種で市天然記念物 子供ら１１０人が観察会 藤岡で「守る会」」 2007/5/21

11月 ヤリタナゴ守ろう 保護活動グループ 冬の渇水前に移動 藤岡 2007/11/26

2008

(平成20年）

2月 「《地域の絆 学校支援ボランティア（146）》 藤岡美九里東小 住民が児童指導 伝統文化や環境学ぶ」 2008/2/3

「ヤリタナゴ守ろう 藤岡 親子１３０人が観察会 絶滅危惧種」ヤリタナゴ観察会予告 2008/5/20

第9回ヤリタナゴ観察会 「ヤリタナゴを守る会主催」 66匹 5/24

2009

(平成21年）

3月 藤岡市・第2次藤岡市環境基本計画策定（平成21年3月）

5月 第10回ヤリタナゴ観察会（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 88匹 5/24

「ヤリタナゴ見つけた 藤岡で観察会子供ら環境や生態学ぶ」 2009/5/25

2010

(平成22年）

第11回ヤリタナゴ観察会（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 191匹 5/22

ヤリタナゴ守ろう 絶滅危機の淡水魚 １５０人が生息環境学ぶ 藤岡 2010/5/23

県内絶滅の天然記念物 ミヤコタナゴ 人工繁殖へ 県水産学習館から引き継ぎ 富岡・自然史博物館 2010/5/27

「渓ごよみ・生命のつながり/人間の生活再考する時(文・写真/佐藤成史） 2010/12/1

「《守るのは今～生物多様性に向けて～（３）》
希少種 絶滅回避へ栽培、繁殖/10年間の保護活動成果/ヤリタナゴを守る会」

2010/9/23

11月 笹川のヤリタナゴの生息域上流に橋梁工事が始まる

2007年
3件掲載

2009年
１件掲載

2008年
2件掲載

2010年
4件掲載

ヤリタナゴ守ろう 保護活動グループ 冬の渇水前に移動 藤岡 （2007/11/26）毎年春と秋に

2011
(平成23年）

4月 「７団体に群銀環境財団賞 新里昆虫研究会など・ヤリタナゴを守る会」 2011/4/4

5月 第12回ヤリタナゴ観察会（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 5匹 5/22

「ヤリタナゴ見つけた 藤岡 親子で用水路の生物観察」 2011/5/23

10月
「６グループが生物の研究成果 あす前橋/群馬県野外生物学会/ヤリタナゴ保護の10年 研究成果
発表 予告」

2011/10/28

2012
(平成24年）

2月
動植物の被害報告 富岡 保護や対策考える・県野生生物調査・対策報告会/自然史博物館、ヤリタ
ナゴ調査会自然史博物館、ヤリタナゴ調査会

2012/2/15

5月
ヤリタナゴ放流の集い(定員30名）（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会）
5/27

「ヤリタナゴよみがえれ/水不足危機で初放流」 2012/5/28

24年
度

下戸塚地区圃場整備事業開始～R2年3月終了予定 タナゴは矢場地区に退避

2013
(平成2５年）

4
「企業敷地に安息の場 絶滅危惧種ヤリタナゴ 藤岡市がチノーと覚書」チノーにビートープ完成
2011年4月 ヤリタナゴ飼育に申し出

2013/4/4

「ヤリタナゴ守りたい 民間のビオトープに放流 藤岡」藤岡市チノーのビオトープにヤリタナゴ放流 2013/4/12

5
第14回ヤリタナゴ観察会再開（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 8匹
5/25

「増えろヤリタナゴ 藤岡 親子１００人が観察会」 2013/5/27

(25年
度）

県営農業競争力強化農地整備事業笹川沿岸地区工事開始～R３年4月終了予定～R３年4月終了予定
（本郷地区圃場整備事業）

2012年
2件掲載

2011年
3件掲載

ヤリタナゴ減
少のため

ヤリタナゴ
放流の集い
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4月28日(土)８：３０～

良く見つけま
した！

放流の集いで
笹川に帰りま

した

ヤリタナゴ（放流用）大捜索

2011
(平成23年）

4月 「７団体に群銀環境財団賞 新里昆虫研究会など・ヤリタナゴを守る会」 2011/4/4

5月 第12回ヤリタナゴ観察会（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 5匹 5/22

「ヤリタナゴ見つけた 藤岡 親子で用水路の生物観察」 2011/5/23

10月
「６グループが生物の研究成果 あす前橋/群馬県野外生物学会/ヤリタナゴ保護の10年 研究成果
発表 予告」

2011/10/28

2012
(平成24年）

2月
動植物の被害報告 富岡 保護や対策考える・県野生生物調査・対策報告会/自然史博物館、ヤリタ
ナゴ調査会自然史博物館、ヤリタナゴ調査会

2012/2/15

5月
ヤリタナゴ放流の集い(定員30名）（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会）
5/27

「ヤリタナゴよみがえれ/水不足危機で初放流」 2012/5/28

24年
度

下戸塚地区圃場整備事業開始～R2年3月終了予定 タナゴは矢場地区に退避

2013
(平成2５年）

4
「企業敷地に安息の場 絶滅危惧種ヤリタナゴ 藤岡市がチノーと覚書」チノーにビートープ完成
2011年4月 ヤリタナゴ飼育に申し出

2013/4/4

「ヤリタナゴ守りたい 民間のビオトープに放流 藤岡」藤岡市チノーのビオトープにヤリタナゴ放流 2013/4/12

5
第14回ヤリタナゴ観察会再開（ヤリタナゴを守る会、ヤリタナゴ調査会、やりたなごの会） 8匹
5/25

「増えろヤリタナゴ 藤岡 親子１００人が観察会」 2013/5/27

(25年
度）

県営農業競争力強化農地整備事業笹川沿岸地区工事開始～R３年4月終了予定～R３年4月終了予定
（本郷地区圃場整備事業）

2012年
2件掲載

2011年
3件掲載

ヤリタナゴ減
少のため

2013年
3件掲載

1998
11月 ヤリタナゴ再発見

2001
1月 土地改良法（2001年）改正、「環境に配慮」が実施原則

2002 県営藤岡南部地区農地整備事業(県営育成型）工事開始

2003 9月 「藤岡南部地区―自然環境に配慮した工法検討幹事会」発足

2006 春 藤岡南部地区の環境配慮型水路完成

2012 下戸塚地区ほ場整備事業開始 R2年3月終了予定

2013 本郷地区(旧笹川)ほ場整備事業工事開始、R3年4月終了予定

2017
3月 県営藤岡南部地区農地整備事業(県営育成型）終了解散

藤岡市におけるほ場整備事業
形のできた矢場環境水路
2006年6月１日

作業用道路用地 敷：土

のり面：石丸積み

県平成18年度 環境新技術導入促進事業
石丸積み
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石丸積み

•群馬県藤岡市鬼石地域の石匠の間で受け継がれてきた

石積み技術を改良した石積工法。伝統工法。

•巨石をクサビ状に配置、組み合わせたもので、適度な

かみ合わせで堤体が安定し、床固工を必要としない。

•複雑な間隙構造と表面の凹凸が得られ、

生物の生息に適している。

下戸塚の
ヤリタナゴ生息数の推移

ほ場整備工事

希少植
物発見

保護活動開始後

個体数は増加

生息域下流の３面コンク
リート改修と、笹川の生息
域上流の架橋工事後、ヤ
リタナゴ減少。

ほ場整備工事も始まり、

ヤリタナゴ観察会は第１６
回を最後に中止(201５)

2014

(平成26年）

5月 第15回ヤリタナゴ観察会 3匹 5/25

6月 【上毛新聞】ヤリタナゴ見つけた 藤岡 2014/6/8

8月
《さいくりんぐろーど》烏川・神流川サイクリングロード （藤岡市本郷～高崎市新町） 自
然と歴史感じて/水沼神社 ヤリタナゴ生息地 サイクリング紹介

2014/8/18

2015

(平成27年）

1月
「藤岡市天然記念物 ヤリタナゴ守りたい 藤岡南ロータリークラブ 池の泥除き すみよ
く 」ヤリタナゴ生息地沼泥抜き清掃

2015/1/27

4月
「きょう環境大臣表彰 藤岡・ヤリタナゴを守る会 「地域連携、評価された」 /環境大臣表
彰

2015/4/22

第16回ヤリタナゴ観察会 14匹 5/24 (以後中止）

5月 「ヤリタナゴ捕まえた」 藤岡 岡之郷用水で観察会 小中学生ら１００人 環境学ぶ」 2015/5/25

6月
「アクアソーシャルフェス・貴重な魚 すみやすく １００人が用水路でごみ拾いや観察 藤
岡でヤリタナゴ保護プロジェクト 予告」

2015/6/16

10月
「アクアソーシャルフェス・マツカサガイ育ってる 藤岡でヤリタナゴ保護プロジェクト 親
子ら１１０人観察会」

2015/10/25

11月 「ヤリタナゴすむ川守れ 美九里東小児童ら清掃 藤岡」 2015/11/22

下戸塚圃場整備工事開始のためヤリタナゴなどの回収作業 2015/11/1

2016

(平成30年）

「学校ヤリタナゴ」再配布運動開始（やりたなごの会） 2016年春

6月 藤岡南部環境水路に草刈りボランテイア・電気連合群馬地協 青年女性委員会 2016/6/5

「ヤリタナゴ守ろう 美九里東小児童が清掃活動 藤岡」 2016/6/11

「アクアソーシャルフェス・希少なヤリタナゴ観察 親子が環境保全学ぶ 藤岡」 2016/6/27

9 学校ヤリタナゴ再配布・美九里東小、第一小、鬼石小、北中 9/16

「時の話題・命、地域守心育む・学校ヤリタナゴ・藤岡市内の小中4校にヤリタナゴ5尾づつ再配布」 2016/9/17

10月 アクアソーシャルフェス/ヤリタナゴの観察会や植樹 ２３日、藤岡・予告 2016/10/2

「ヤリタナゴ通じ環境保全を学ぶ 親子100人が清掃、観察 藤岡/アクアソーシャルフェスタ２０１６
開催」

2016/10/24

2016年
7件掲載

2015年
7件掲載

2014年
2件掲載

藤岡南部環境水路に草刈りボランテイア・
電気連合群馬地協 青年女性委員会

初めて
の申し
込み

思い
切って
受け入
れ

2012年区の管理終了（矢場環境水路）

水路内に繁茂するオオカワジシャ(外来種）
人の手が
入らない
とこんなこ
とに！ 水路内に雑草が生える

↓

流れが悪くなり泥質に
↓

マツカサガイの生息に不適
水生生物の生息にも不適

↓
エサ不足

多様な河床環境が
必要

高齢化！
この先
どうしょう

やりたな
ごの会
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学校ヤリタナゴ再配布

2019年１月7日

＜時の話題 上毛新聞 2016年９月１７日＞

2017
(平成29年）

1月
「野生生物保護保全へシンポ ・ぐんまのいまを伝える報告会・富岡で５団体活動内容発表・県立自然史博
物館」（ヤリタナゴを守る会パネリスト）

2017/1/30

3月 県営藤岡南部地区農地整備事業(県営育成型）終了解散

5月 「アクアソーシャルフェス/ヤリタナゴ保護プロジェクト ６月25日に藤岡 参加者を募集」 2017/5/20

6月 矢場地区環境水路に草刈りボランテイア・藤岡工生 6/4

「ヤリタナゴの生育環境整備 藤岡工生が保全活動」 2017/6/5

「ヤリタナゴ保全へ 旧笹川でごみ拾い 児童らが清掃 藤岡」 2017/6/10

7月 環境水路に草刈りボランテイア/電機連合 群馬地協 青年女性委員会 7/2

「アクアソーシャルフェス/「ヤリタナゴきれい」 親子で環境保全学ぶ 藤岡」予告 2017/7/10

「アクアソーシャルフェス/１５０人が“引っ越し”作業 ヤリタナゴ保護プロジェクト 藤岡」 2017/11/6

2017年
6件掲載

2018
(平成30年）

6月 環境水路に草刈りボランテイア/電機連合 群馬地協 青年女性委員会 6/3

「育てヤリタナゴ 水路で草刈り 藤岡」 2018/6/4

矢場地区環境水路保全活動に草刈りボランテイア/ヤリタナゴの水路整備 藤岡工高生24人 7/1 2018・7・1

「ヤリタナゴの水路整備 藤岡工高生24人 藤岡」 2018/7/2

「ヤリタナゴの川守れ 美九里東小児童 清掃活動に汗 藤岡」 2018/6/8

10月 藤岡市教育委員会文化財保護課が市内小中学校にヤリタナゴ飼育現況調査 10/10

ヤリタナゴ飼育支援で県水産試験場、ヤリタナゴを守る会、藤岡ロータリークラブ南ブロック、やりたなご
の会が美九里東を訪問、10/12

2018/10/12

11月 「視点/オピニオン ヤリタナゴ保護 郷土を愛する心を育む・掛川優子」 11/19 2018/11/19

2018年
6件掲載

草刈りボランテイア/ヤリタナゴの水路整備 藤岡工高生24人 2018/7/1

最初7人くらいの予定が当日25人くらいも

「使うの初めてです」「まず使い方の指導します｝

「今日捕れた魚や虫を説明します」ヤリタナゴ調査会

作業の
様子

サワガニ

マツカサガイ！

ヤリタナゴ！ドジョウ・カワニナ・タニシ
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2020

(令和2年)

3月 学校ヤリタナゴを藤岡北高校飼育申込み

7月 時の話題/藤岡北高生がヤリタナゴの生息する環境水路の環境整備 2020/7/30

11月 ヤリタナゴを守れ/藤工高生/生息環境整備 2020/11/1

2021

(令和3年)

1月 環境水路内の除草でヤリタナゴを守る/週刊風っこ 2021/1/10

4月 市発展に感謝/7組に感謝状（やりたなごの会） 2021/4/7

5月 藤岡北高生ビオトープ整備/ヤリタナゴ育つ場を 2021/5/23

2019
(令和元年）

1月
「命、地域 守る心育む 「学校ヤリタナゴ」 藤岡市絶滅危惧種ヤリタナゴを守ろう/美九里東小児童飼
育法学ぶ」

2019/1/7

「視点・オピニオン 環境水路と動植物/生息域を守り続けたい/掛川優子」 1/15 2019/1/15

3月 藤岡市・第3次環境基本計画策定 3月

「視点・オピニオン ヤリタナゴと工事/保護へ行政の協同願う/掛川優子」 3/11 2019/3/11

矢場地区環境水路保全活動に草刈りボランテイアにチャイルドホープ・上小鳥 3/30 2019/3/30

5月 「視点・オピニオン 命守る心を育てる場に/掛川優子」 5/4 2019/5/4

矢場地区環境水路保全活動に藤岡工業高校 5/26 2019.５.26

「農業水路を整備しヤリタナゴ保護 藤岡工高生」 2019/5/27

6月 「《時の話題》旧笹川清掃活動」 2019/6/7

矢場地区環境水路保全活動に草刈りボランテイアに藤岡北高校と前橋工科大学、藤岡青年経営者協議会
6/23

2019/6/23

「ヤリタナゴ守ろう・水路の草刈りや生物調査」 2019/6/24

「視点・オピニオン レッドリスト 保護の輪広げる大切さ/掛川優子」 2019/6/29

8月 「視点・オピニオン 学校ヤリタナゴを再び/掛川優子」 2019/8/20

2019年
12件掲載

2020年
2件掲載

2021年
3件掲載

藤工環境活
動プロジェ
クト

ヤリタナゴ関係報道記事の推移(主に上毛新聞)

掲載年 掲載件数 主な内容 掲載年 掲載件数 主な内容

1999 6 ヤリタナゴ再発見 2011 3 ヤリタナゴ観察会

2000 18 保護活動。 学校ヤリタナゴ 2012 2 ヤリタナゴ観察会

2001 13 藤岡市天然記念物に指定 2013 3 企業チノービオトープにヤリタナゴ放流

2002 7 表彰2件 2014 2 ヤリタナゴ観察会

2003 10 学校の保護活動 2015 7 環境大臣賞、アクアソーシャルフェス

2004 2 ヤリタナゴ観察会 2016 7 学校ヤリタナゴ再配布・草刈ボランティア（企業）

2005 6 希少植物北高保護 2017 6 アクアソーシャルフェス、草刈りボランテイア

2006 8 ヤリタナゴ観察会 2018 6 草刈ボランティア・学校ヤリタナゴ再配布

2007 3 ヤリタナゴ観察会 2019 12 草刈ボランティア・学校ヤリタナゴ再配布

2008 2 ヤリタナゴ観察会 2020 2 コロナ禍。草刈ボランティア（藤工、北高）

2009 1 ヤリタナゴ観察会 2021＊１ 3 草刈ボランティア、表彰

2010 4 ヤリタナゴ観察会

＊１2021/5/30現在

ほ場整備工事後約10年
２５種類

ほ場整備工事以前

１２種類

水生昆虫の種数

３ 矢場環境水路に
戻ってきた生物たち

矢場環境水路完成直後 平成18年度

(2006）

こんなんで、生
き物たち、戻っ
てこれるだろう

か

湧水が流れる
はずだけど

（2000年8月群馬県調査）
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（矢場環境水路水生生物調査）

オニヤンマ

トウキョウダルマガエル
カナヘビ

イナゴ

オニヤンマ

ホトケドジョウ

ヒメタニシとカワニナ
一番最初に戻っていた
きた

サワガニ サワガニ

現在住んでる生物たち

シマアメンボ

低い大地の湧き水に見られる

ヒメガムシ
水草や藻類を食べる。

幼虫はボウフラなどを食べる

ナミアメンボ

食べ物：水面に落下した小昆虫の体液

周りの昆虫が減るとたちまち食糧不足

コガタシマトビケラ

幼虫
成虫

ドジョウはどんどん増えました

矢場環境水路
最新ニュース マツカサガイ

2021年5月26日3個体、
5月28日1個体、
5月31日3個体、
空殻2個

草むしり中に見つけたのは、
昨年5月の1個体以来

マルタニシ（準絶滅）が増えて
きた

エラを出している元気個体
在来プラナリアのナミウズムシ

生息確認（驚！）

ミゾコウジュ（準絶滅危惧）カワヂシャ（準絶滅危惧）

オオカワジシャや交雑種ホナガカワヂシャが増え排除
されていた。それらの抜き取りを続けて、今年確認。
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ノジトラノオ（絶滅危惧ⅠB類）
笹川沿岸圃場整備地に生息していたので、
預かり、移植した。県内に4地点で生育

エビモ（在来種の水草、夏眠する）

2017～ 藤岡工業高校

2019～ チャイルドホープ・上小鳥

藤岡青年経営者協議会
藤岡北高等学校

201６～2018 電機連合青年女性委員会

最初7人くらいの予定が当日25人くらいも

「使うの初めてです」「まず使い方の指導します｝

「今日捕れた魚や虫を説明します」ヤリタナゴ調査会

作業の
様子

サワガニ

マツカサガイ！

ヤリタナゴ！ドジョウ・カワニナ・タニシ

令和元年（2019）6月24日

草刈りボランテイア

確認されたヤリタナゴ、マツカサガイ、
ドジョウ、カワニナ他

「地域の環境が良くなり、ヤリタナゴが多くの場所で
見られ湯ような身近な魚になればいい」

懇親会の様子

「手を合わせてく
ださい。

いただきます」

この日はカレー

完食でした
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カライ

味がない．．．

今日は神社の境内で

間違えた！ 子供に辛口かけちゃった
今日は失敗なしだった。

いつもの
準備の様子

うどんも得意ですが、
よそい過ぎたり

地域の環境が良く
なり、ヤリタナゴが
多くの場所で見ら
れる身近な魚にな

ればいい

サワガニや魚が
みられて楽しかっ
た。また来たい。

活動は大変で
あったが充実
していた。

ヤリタナゴの存在
も知らなかったし、
こういう環境を残
すことが大切

藤岡北高校、前橋工科大学、藤岡青年経営者協議会の皆さん 仕事が終わって 2019.６.23

2001年にほ場整備法が改正され、環境に配慮したほ場整備
事業となり、土地改良区、環境保護団体、行政が地域に生息す
る生物保護のために環境水路などの工法をともに検討し、事業
が行われるようになった。しかし、そこに生物を無事に戻し、定着
させることの検討はほとんど行われなかった

その後約20年がたち、多くの希少な生物を失ってきたが、細々
とではあるが環境保全型水路に希少な生物が生息していること
から、生物が生息可能な水路を造ることはできることが分かった。

ほ場整備事業における環境保護が、環境水路を造ることで終わ
らず、そこに生物が戻り、世代を繰り返すことを目指したい。

終わりに反省
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